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「あま市歯と口腔保健計画」（素案）についての意見募集（パブリックコメント）の結果について

●意見募集の期間　：　平成２５年２月１４日（木）～平成２５年３月１５日（金）

●意見を提出された方　：２名
●意見数　：　５件

「あま市歯と口腔保健計画」（素案）に対するご意見及び市の考え方について
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	第２章
	１３

１５
	デンタルネグレクトかどうか分からず、全員にフッ素洗口を施すことは、通常のう蝕予防と変わらないのでは？

又学校や保育所などでフッ素洗口を始める際に保護者への説明でデンタルネグレクトを予防するために全員に施すことに理解が得られるか疑問。

フッ素洗口をしても隣接面からう蝕は伝わり健全歯もいずれ罹患するのではと考える。
	デンタルネグレクト児に対するフッ素洗口を含め、家庭以外の場で出来る歯科疾患予防の環境づくり施策のひとつとして考えています。

フッ素洗口は多数歯のう蝕予防に効果があるので、デンタルネグレクト児に対する将来のう蝕予防に対しても効果が高いと思われます。

厚生労働省、日本歯科医師会、愛知県歯科医師会もフッ素洗口に関しては推奨していますので、あま市としてもフッ素洗口を導入した場合のメリット・デメリットについて検討してまいりたいと考えていまが、文章は下記のとおり修正します。
１３ページ

○デンタルネグレクト児への対応として、園歯科医等と連携して対応を検討する。

１５ページ

○デンタルネグレクト児への対策を学校歯科医等と検討する。

	
	１３
	一番下の○～

　園医はとなっていますが、上段では園歯科医となっており、園医だと医科の先生と誤解を生む可能性があるので園歯科医等で統一してはどうか。
	ご意見のとおり、文章を下記のように修正します。

○園歯科医は保育士等職員に口腔習癖に対する正しい知識を普及する。
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	第２章
	１５
	口腔領域の外傷について（災害時ではなく平時における）

　体育館やプールなど運動施設でのスポーツ外傷や学校や園などでの学校活動や登下校時などでの歯の外傷、とくに歯牙の脱落などの外傷に対する知識の普及が進んでいないように思われます。正しく対処しなければ再植成功率に影響します。海部歯科医師会で作成、配布した対応マニュアルの活用を含めて知識の普及が必要ではないか。
	あま市歯と口腔の健康づくり推進条例

(「あま市歯と口腔保健計画」の策定)
第8条　市長は、生涯にわたる市民の歯と口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、歯と口腔の健康づくりに関する基本的な計画(以下「あま市歯と口腔保健計画」という。)を定めなければならない。
2　「あま市歯と口腔保健計画」は、次の各号に掲げる事項について定めるものとする。
(1)　歯と口腔の健康づくりに関する基本的な方針
(2)　歯と口腔の健康づくりに関する目標
(3)　歯と口腔の健康づくりに関し、市が総合的かつ計画的に講ずべき施策
(4)　前各号に掲げるもののほか、歯と口腔の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項
とされており、「歯と口腔の健康づくり」とは、歯と口腔について健全な成長と発育を育み、むし歯、歯肉炎、摂食障害等のない健康な状態を保持するための取組のことを言いますので、この計画の中では口腔領域の外傷については取り上げません。海部歯科医師会で作成、配布した対応マニュアルをホームページにアップし啓発を行います。

	
	１７
	一番下の○～

　義歯相談を歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士による義歯などの相談会を前期歯の健康センター、健康福祉まつり、後期歯の健康センターなどで開催する。に変更してはどうか。
	健康福祉まつりに関してはご意見のとおり、文章を修正させていただきます。

前期歯の健康センター、後期歯の健康センターの内容や対象者については愛知県歯科医師会、海部歯科医師会の事業になりますので修正は行いません。
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	第３章
	２１
	食育に関しての部分

学校での食育教育において学校保健委員会（医師、薬剤師、歯科医師、校長はじめ学校関係者で構成されている）の位置づけや役割の明記が必要ではないか。
	学校保健安全法に学校保健委員会についての位置づけや役割が明記されています。
なお、各学校における学校保健委員会の活動状況を把握していませんので、次回計画の見直しまでに検討させていただきます。
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